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流　星　　と　天　狗
　（これは考謹i的な雑：文です・）
稻　　垣　　武　　五
　天狗などと言ふ天文學とは凡そ縁のなV・やうな怪物を持出すが，それが流
星と關係してみる所を天文横道耳語として少し書く．
　今時天狗の存在を肯定する者はないが，山伏姿で口は尖り鼻高く翅があり，
團扇を持って翔け歩く一これが文献，傳：説，口碑等に現はれる代表的なL天
狗様「の形相である。また鞍馬で牛若丸の創術の稽古憂になった貧弱なのも
　　　　　　　　　　　　コ　　　の　　　　　　　　ある．が，天狗の原始的形態（？）はこんな立派なものではなかった．
　護生地たる支那のL史記■L晋書「L漢書天文志「その他から拾ってみる．ま
つ，L流星有。木見＝入面一，墜有。聲，　i若有。足日二天狗一＿，＿．＿■L西北有三
大星＿，名日．天狗．，天狗出則人相食’i．星Pti，其国幣白有。光，下野爲二天狗」
などによると天狗は流星叉は星であって，L天狗一如＝大旨呈一，有。聲，其下
智。地類。狗一TL天狗歌如＝大流星一，色黄有。聲．＿＿＿．．「L天狗xl　n＝大流星＿，’有。
聲，見解破。軍殺。將「などに依れば天狗は流星に似てみるのであって，早筆
聲を解してみる．何れにしてもその様子は一寸人闇面をした狗の様で，頭は
尖り，啄があるそうだ．こ．れは日本の木葉天狗に似てみるが，これが出ると
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　大抵はL破。軍殺。將■とありすさまじい描篇がしてある．ひどいのになると，
L天門山有二赤犬＿名H＝天狗＿，其光飛レ渦流而爲。星，其聲如。雷コ叉は，L流
而爲．星長敷十丈］なんて天狗の流星化もあるし，L太白星散爲二天狗一■とV・ふ
フ　ザ
悪戯けた（？）のもある．
　吹に日本では，猿田彦命が天狗の姿をしてゐられるが，これは後世になっ
てその姿を天狗化されたのであって，吾國最古の記録は今から凡そ一三九〇
年前好明帝の御代の⊥九年二月二二大星從。東落。西，便有。聲似。雷，時人
日二流星之音一，亦目二地雷＿，於。是僧畏臼，非二流星一是天狗也，共晶聲似・雷
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耳「である．果してこの年に東夷の齪が起り，征討に赴いた上毛野君形名は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビンノ敗れたが，その妻女が女軍によって東夷を破ったさうだ，これを豫言した僧
ホウシ髪は好明帝四年に渡來した支那坊主で，L時人日＝流星之音＿iにも拘らす支那
式に天狗であると言った．こ曳に日本へも天狗なる怪物が輸入された鐸であ
　　　　　　　　　　　　　アマツキツネる．尤も日本では初め天狗を阿麻紙伎都立と訓じさせてみて，こ㌧に天狗と
狐との交渉もあるのである．
　天狗が東洋殊に支那，日本にだけあるのは佛教との關聯に於V・て説く必要
があるが，何れにしても古代人が流星を怪物の飛。天としたのや，妖怪と無
氣味な流星を關聯させたのは尤ものことである．またそれは災害，悪事の豫
言者でもあった．
　日本ではその後，天狗は流星と三門を絶って，鎌倉及び室町時代から漸次
に，日本猫特の形態に於て傳説化されて居った．帥ち吾々が幼時に聞かされ
た謂ゆるし天狗様コ傳説は流星とは毫も關係なく，また支那古書のそれとは同
名異物になってみる．例へば，山伏姿で里門といふ恰好は狩野元信のii起筆に
なったものらしいとのことである・この外の興味多v・天狗漫筆は天文學と無
關係なる故に省く．　　　　　　　　　　　　　　一以上一
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